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天心學の歴史を研究する人々へ
　天文學の歴史は實に興味深voものである．智識が國境を越えて延び行く人
間精榊の奮闘，熱心に依ってのみ知られるやうな未知のものL挑戦，哨：ては
人間をより高き智的李面にまで導V・た忽耐ある努力，歩一歩，人間は望みな
き如何なる暗黒時代をも勝越して，途に充分なる理解の光明を齎した彼の精
祠iの如くに，智識の國境に向ってひた押しに進んで行った．
　斯くして年末には進歩の道程に在る面しき智識が獲見でも齎して我等の手
に面する事かも知れない．これがための参考書類を下の目録中に記さう．今
日學界に振がつてみる書物も一般記者に望まれてみるやうな形式のものがも
っと記録さるべき筈である．此虞に記した書物は主として普通の固＝も館あた
りで利用されてるるものである．
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　　　　　　（100頁に渉る原始時代よリダンテの時代に到る天文學史）
鶏プ1レ1｝・勲二一・（・9・・）
ク加胆學小史ク（】899）
ク天文學史ク（1907）
ク＋九世紀申の天文學史ク（1go2）
クタレスよ1）ケプラまで遊星系の天交夏ク（19．　06）
ク科學史叢書，天文學ク（1909）
ク近世天文學ク（192C））
ク聖書天丈學ク（1900）
　　　クダンテと古代自訴評者ク（1913）
下の数種の傳記は天文學的獲見の歴史には最も興味ある近づきをなし
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ボ　　”・v，　ル　ク大天文三者ク（1920）
ブラシ1ヤク星の愛好者の自叙傳ク（］925）
（ブラシ1ヤ自勇の精神生活の側ら，彼の事業及び器械天文學の近代的改革史に於ける数多の出來事由を含む）
暑禦÷｝一ツキヤ1・其あ鰍・業績・醐
（鷺認欝繍界の開儲であった・塒の，騨幅斯界を）
ニ　ユ　カ　ム　ク天交學者の回想ク（1903）
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クサ1，アイザ1ク，：ユトン　1727－1927ク（1928）（彼の事業を批鋼せる選集錐）
アルフレッド・ノイェス　　ク天を見守る人々ク（1922）
　　　（天文學的三見，詩に歌はれたる旧記）
　血湧き肉躍る新遊星獲見の刹那，例へば天王星，海王星の再見にからまる
出忍事等が想ひ起されるではないか！今此虚に，此等の事を簡明に記すのも
敢て不當ではなからう．永久なる智識の廣野に封し，驚異的貢献をなすべく
彼を導V・た望遠鏡の製作と天室槻測をなせる彼の事業に封し，素人は少なか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマチ・ユア
らす感銘を1毘えるに違ひない．
　　　　　　　　　　　　　ガリレオと木星，土星
　ガリレオの天文學的護見は，彼が手製の望遠鏡を帝室に向けて，木星の衛
星や月面の起伏骨化，太陽の黒鮎等を獲見した時，帥ち西暦1610年に始まる．
ガリレオは土星に當聡し，彼はこの遊星を三部分から成り立ってるるものと
槻測した．彼の望遠鏡が不完全なため，彼は如何なる論明を下して之を知ら
せやうかと困惑し，ク土星はその軌道上に自身を助けてみる二人の從者を持
ってるるクと書いた．二三年後この從者は，かの環の部分の傾きによって陰
れてしまった．然し，それが進行する理由はガリレオには解らなかったが，
彼は之等のものs復蹄を引言し，後には之等をL耳「と見倣してみた．
　ガリレオは自分の槻平したこの事象に充分なる論明を與へることも知らす
に終に逝いた．が，然し1655年オランダの天文陳者・、イゲンスが三等の紳秘
的な附属物の性格を獲見した．彼の護表は暗弔文でなし，ラテン文でL共は
薄v・個眼な福耳も相舞れなv・環で以て取圃まれて居り，楕圓形の傾きをなし
てみるらしV・「との課文を獲表したのである．
　　　　　　　　　　　　　天王星とハ1シェル
　1781年3月13日ヰリァム・ハ1シェルは長さ7吠口径6吋の反射望遠鏡を以っ
て天王星を獲課した．彼は手近にあった鏡やレンズを研磨したり，叉はより
良きレンズで，費れるやうなものが製作せられるやうになってから籔年の後，
その望遠鏡を光學的高級に完成するまで彼自ら手を下して改良をした．
　三見の當夜，彼は恒星の様にも見えるが亦他の同じ光度の星々よりはより
歩卒の檬にも見える一つの天膿だと思った．これより以前に数多の天文二者
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はこの天膿を観測し，叉之を記録しても居ったが，この中には何物をも．見て
みなかった．ノ、！シエルはこの天艦が邊鈍な運動状態にあると云ふ彼の観測
を績ける事によって見出したのである．しかし，彼は，大遊星を零墨したと云
ふやうな實感すら持たすに，彼は一つの彗星を見付けた事を書表した・一年
以上績けた擬測に依って，或数筆者は其の軌道を確立し，それが一つの遊星
なることを謹嫁立て，ラプラ1スは1783年にその楕圓軌道の要素を獲表した
のである・ハ1シェルはこの物の名前を王の名瀬のためしジヨ1ジウム，シイ
ドズと申し出で，ラブ列スは之がLハ1シエルコと呼ばれるべきだと提議
した．ボ1デはギリシャ憩話より，天の化身であり，ゲイヤや地球等の夫な
るし天王星「と提議した，此の山詞は，ノ・1シェルを，辛うじて知られて居っ
たアマチュア天文家の位置から墾げられて，ナイト爵となし，間もなく世界
最大観測天文學者の一人として承認せられ，彼にとっては殆んど休みなき槻
測生活の三十六年の経歴がこSに開かれたのである・
　1783年，ノ・1シェルは長さ20灰，口径18吋の反射望遠鏡を製作した・彼の
天文學的獲見の大概は之に依ってなされたのである。1787年，彼は天王星と
80。の傾きを持つた同じZF面内に廻即する二つの衛星を見出し，1798年には四
つの衛星を見た事を信じた・が，然し之等の存在は決して確められなかった．
第二番目に謁見された一封は1847年にラッセルにより獲見せられた．此等は
ハiシエルの算：出した位置と互ひに相許し合はなかったが，かうして素人は
叉もや此庭に機會を握ったのである．
　　　　　　　　　海王星とアダムス，ルヴェリェ，ガレ
　海王星は，1846年9月23日に喪見せられた．アダムスやルヴエリエが今日こ
の大成功に黒して同等の稻讃を別ち合ってはみるが，此の親爺は實はガレに
よってなされたのである．彼等はその位置を天王星の軌道攣化から算瀕した．
之は，實に，宇宙の挑戦を乗越えて，人聞精示巾の最も偉大なる勝利の一つだ
として，八十絵年間言ひ傳へられて來たものである．その當時之を導いたこ
の方法は，現在これに非常によく似た成功となって結果せられた．　1930年
1月21日濡事アリゾナ州フラグスタフ市のロウエル天文豪に於ける超海王星
の丁丁，即ちこれである．
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　　　　　　　　　　　ロウエル，　トムボ；7新遊星
　ロゥエル天文墓は一天鎧の獲見を獲表した．運行や経路の割より見ればこ
れは一つの遊星の如くに思はれる。弓長スライフア博士は手許の機關を通じ
て，L此の成功は天王星の運動に封ずる判る疑惑に基づぐ激學的研究の直接成
果になるものである「事を書いてみる．パ1シバル・ロウエル博士が彼の仕事
の成果を含めた記録を出版し，その中にこの天膿の位置を記載したのが19！5
年の事であった．1905年差來爲静的捜索が行はれ，1929年には新駅眞的望遠
鏡が使用せられるやうになった．爲眞乾板はこの遊星が星々の中で未知の光
を号してみるやうに思はれる室の全州域を覆ふやうに撮られ，整然としたも
のであった，1930年の1月21日の夜の多くの爲眞は何の結果も齎されてみない
とされたが，成功は共の中に獲得されてみたのである．
　仕事の大部分はロウエル博士がこの捜索を開始した丁度その時に誕生した
クライド・W．トムボ1に依って爲されたのである．彼は自分でも言ってみる
やうに農夫の子である．L私は1925年カンサスのバ1デットの中田校を卒へて
後，夏は農事：に日を回り，冬は反射望遠鏡製作に時を費しました■と．彼は19
29年1月ロウエル天文藁に勤むる一員となり，一年の内に彼の名が天文學的爽
見年報に永久に記録される事となったのである．
　一つの遊星を見付け出したと言ふ，その結論を確定するためには激回の親
測の連綾が必要ではないだらうか．この事は，一時全部の西表が取返された
と言ふ教習だ．海王星が時期鷺られてより84年聞に斯くの如き獲見の報告が
なされたとしては，それ・は名轡のための第二の申請者でなくて何であらう！
人々の中，誰もロウエル天文藁で行はれた此の試練に立つ者は無かったので
ある．此獲見のなされた刺戟で，暫しは天文學の研究は不断の活動を績け，
熱心は更にも新熱狂を慾新しつ、早々促進する事であらう．
　　（Eastbay　Astronomlcal　Associationの1931年四月，月報より）　　　（高城課）
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